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Thompson, & Regehr, 2004）。従来までに，アメリカンフットボール（Alli-
son & Ayllon, 1980 ; Smith & Ward, 2006 ; Stokes, Luiselli, Reed, &
Fleming, 2010），バスケットボール（Kladopoulos & McComas, 2001），テ
ニス（Allison & Ayllon, 1980），サッカー（Brobst & Ward, 2002），武道
（Harding, Wacker, Berg, Rick, & Lee, 2004），陸上競技（Scott, Scott, &
１９
Goldwater, 1997 ; Shapiro & Shapiro, 1985），インラインスケート（Ander-
son & Kirkpatrick, 2002），体操（Allison & Ayllon, 1980 ; Boyer, Milten-
berger, Batsche, & Fogel, 2009 ; Wolko, Hrycaiko, & Martin, 1993），水泳
（Koop & Martin, 1983），フィギュアスケート（Hume, Martin, Gonzalez,



















Kratochwill, 1990，加藤・大石，2004；大石，2016 ; Sheridan & Colton,
1994 ; Wilkinson, 2007）の推進手順の枠組みを援用したスポーツ領域でのア







デル（Bergan & Kratochwill, 1990）に基づいて実施される（Galloway &
Sheridan, 1994 ; Sheridan, 1992 ; Sheridan & Colton, 1994 ; Weiner,
Sheridan, & Jenson, 1998）。すなわち，①問題同定（problem identifica-
tion），②問題分析（problem analysis），③介入実施（treatment implemen-
tation），④介入評価（treatment evaluation）の各段階である（Bergan &
Kratochwill, 1990 ; Sheridan, 1992）。
問題同定（problem identification）
問題同定の段階では，まず幅広く情報を収集し，最初にターゲットとする変
容を期待する行動（標的行動）を案出する（Tkachuk et al., 2003）。この方
法として，選手が自分自身の標的行動を明確化するための面接を行い（1），競
技に関連する尺度（たとえば Smith, Schutz, Smoll, & Ptacek, 1995）や選手












（Tkachuk et al., 2003）。機能的アセスメントは，標的行動が生起し維持する
メカニズムを環境要因から検討するための情報収集方法であり，以下の 3点


















































































ライン期と介入期を交互に繰り返す ABAB デザイン（Allison & Ayllon,
1980 ; Hume & Crossman, 1992），時期をずらして介入するマルチプルベー
スラインデザイン（Bell, Skinner, & Fisher, 2009 ; Shapiro & Shapiro,
1985），介入が進むにつれて介入基準を変更する基準変更デザイン（Scott et
al., 1997 ; Scott, Scott, & Howe, 1998），介入技法を順次入れ替える操作交
代デザイン（Wolko et al., 1993）などがある。
次に，介入効果を評価するためにベースラインデータと介入データとを比較
する（Sheridan & Colton, 1994）。この評価は，伝統的に視覚的分析（visual
inspection）により行われるため（Barker, McCarthy, Jones, & Moran,
2011），以下の 3条件を満たす必要がある（Hrycaiko & Martin, 1996 ; Mar-
tin & Pear, 2010）。第 1に，標的行動の測定においては，2名以上の独立し
た観察者による記録間の一致度（観察者間一致率）が好ましい基準（80％以
上）を満たし（杉山・島宗・佐藤・マロット・マロット，1998），介入整合性








最後に，社会的妥当性の測定を行う（Tkachuk et al., 2003）。社会的妥当
性は，提供した介入手続きや結果に対する評価であり（Kendall, Hrycaiko,
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